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図 1に示すように、z > 0が真空で z < 0の半無限領域は完全導体で電位 0 Vとし (グランド平面)、そこか
ら距離 h [m]のところに点電荷 Q [C]を置く。

(1) z > 0における電界 E(r) [V/m]を求めよ。
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図 1: 半無限導体上の点電荷

(2) 導体表面に誘導される表面電荷密度分布 σ(ρ) [C/m2]を求めよ



(3) 全表面電荷Q′ =
¨

S
σ(ρ)dS を求めよ。

(4) 表面電荷密度分布 σ(ρ)によって、点電荷Qに働く力を求めよ。


